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地上型レーザスキャナを用いた広葉樹の材積推定手法の検討
Estimation of broad leaf tree volume using terrestrial LiDAR 

柳原絵里奈1・有賀一広1・田村太壱Z・加藤顕2( 1宇 都 宮 大 学 農 学 部 森 林 科 学 科 ・2千葉大学園芸学研究 科）

研究背景・目的

地上型レーザスキャナを用いるこ
とで、林木の形状データの把握や樹

冠部のiffll定といった単木の詳細な

データの取得が可能となった。現在、
それによる森林術造の絶援や森林

環境の把握などへの活用が期待さ
れている。

また、宇都宮大学船生演習林にお

いても地よ型レーザスキャナを用い
た材積算出と収支分析が行われて

いる。しかし、いずれも針葉衡を対象
とした研究であり、広葉樹における

材積推定は行われていない。そこで、
本研究では広葉樹を対象とした地上

型レーザスキャナによる材積算出の
可能性を検討する。

査地

四 l 地上型レーザスキャナ
晶｜ を用いた

｝広葉樹の材積権定手法の車産討

・手蔀音大学船生演習林（6林班を小班ナカイリ林道脇｝
．広葉樹二次林

R配

ーーーー－ •，・a

.‘’・ーーーープ....、

岨 'ftS-i．． ・明)6

9川• ＂＂·＂＂

'h  首・，a

M ’・－・..’”・4・
,n 
時 J，、.. , 
、，，，

.. .. 剛 A,IDA民・2

日吉司

I i11'R,l 1.U）附代々

Uo，，＿，，・

巾•Ak-1 893 I 10，哨 5

;-・:::)i,f三二 . . -~I 
圃園事通事z:=.;..-.

対象木の事l別

＋ 光由直射パノラマ
対象木の抽出， 

点群による円近似

＋ 距離パノラマ

精度検恒
’－l ~：，，；’E，慢

陶＇＇＂＇ 田川酬｝樹高（M）楠可..，同立＂柿伺楓 ，岡’｝
881コアラ li.B lUl 1杭2・ 0.8帥

88肘廿ノ令 lS I ll.SO i，。。 o.m 
891.? •J 2吉.2 21.62 1706 0 .. 469 

，。‘ヲタラ 25.0 l＆.•制 13.S・ 0・ら$
910そ，，，ラ 110 ,u, ’， •. , 。，縦》
•IJ 刊 ll.S 』広田 11,79 。注苗
，話不オノ＋ ll.S l＆却 lS.個 0.370 轟鶴子ー宇

9叫全当4伊材9』J何J惨

ll.S tU! 日。日 。却2

Uc$ 1~96 13.。1 。2制
28.6 17.52 13.12 。513

不明 ＂＇・18.,49 14,46 色”闘表－，.ll:I:’R測・ヲロZト向 プローット量 会主 。本.，，..） 3 ア 10 
丸:tli（ヨ判 21 so 17 －・・2宅捜口径（cm) 18.34 lS.27 16.35 
平.. 丸3区制11，.，，η 0.。67 0.046 0.田3

・2・＊＊＇＂＂＇ 3 79 4.28 4.11 拍出した対I<＊＜左｝と憎綜（右） 近似した家口径平淘1111り111（特》 19 41 36.18 _l()ι。

事とめ
費－3寅J”値とUOARデータ由民組｛胸痛直径と樹高｝

鼠霊平均 ヱ集平岡線建
’t 

胸高 樹高 嶋藤 樹高 1-~:..:-. . 
置措 川 置世 (m) 相軍 司 刷品川桝
(cm) （αn) • ' 

プロット肉
・－屯z～．・i ． 

•l,11 J.4S L79 l,52 ，咽．・
1.96 2 26 ，、 ， プロット外 0,39 I 02 

申，..ー－童悼平均 -OOG --0,28 191 2.06 
図－1 点群激での誤差

現－4 ＇辰口高ごと舟鎖董
データ数 車口径 嚢－s実測値ぷJOARデーヲの比較｛立木綜将積）

末ロ高 実湖 UOAR 実測値 鼠量 RMS£ ~測値・材績.ti UDAR・材績表 UOAR•区分京繍平均
(m) C森］｛本） (cm) ｛酬｝

(cm] 

tA差 損釜 飯豊
L2 10 10 23.4 •0.06 L'Jl 平均 RMSE 平絢 RMSE 平均 RMSE 

J.2 10 10 10.8 ・l 04 144 (m') (m斗（mヨI (m') (m’i (m') 
5.2 10 10 19.3 061 H・
72 10 10 174 040 218 

92 10 9 IS.S ・3倒 2.28
0.036 O.OS9 0.033 0,0もS 心肱悶1 0.0日

11.2 10 6 12 7 -0.65 1.22 

13.2 9 ‘ 10 4 2.S3 4.03 
誤差＝実測値－UDAR(l宣

15.2 2 96 ・1.47 1.82 

音量＋ 73 61 16.4 ・0.65 2.19 

立木幹材積は、いずれの手法でも高い繍度を示した。

コナラ（N0.882) ホオノキ（N0.886)

クリ（N0.893) サクラ（N0.910)

胸高直径での断面と対象木の4封書宇

表－6 絢高直径の断面形状と銀短
NO. 晶ll量 判定 鼠盤（cm} 1, ＿ー

882コナラ 金問 ・0.40 ．・・
886ホオノキ主周 -3.07 l: ・・
回3州 全周 G.LS !' • I 
906サヲラ 門事2 1.15 よ・． ．
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9初ホオノキ円弧 2,37 10 』 斗 ’ioA九p "・' h・札山
923ホオノキ門担 3.30 ・・・・a也・4で潰・巴
927ヲリ 円弧 -2.7喝 樹種ごとに樹皮の凹凸や曲がり存どの特徴が
929サヲラ 円狙 -0.34 見られるが、験豊監に大きな遣いは見られない，

【考察】

－地上裂レーザスキャナを用いることで形状把控室が可能であり、区分求積法lま樹
華字形状の再現性が高いことから、1也よ型レーザスキャナをj用いた広葉樹の材積
推定手法として区分求積i去が有用であると考えられる．
－点若草数の減少が該差に影絡を与えることが示唆された．
・4討穆ごとに樹幹に特徴が見られるが、いずれの樹樋でも精度の禽い来口径の算
出が可能であった。
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